
２
０
２
２
春
闘
の
統
一
要
求
は
、
各

エ
リ
ア
委
員
会
終
了
後
の
２
月
14
日
に

各
社
一
斉
に
要
求
を
提
出
し
、
全
組
合

員
が
参
加
す
る
春
闘
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

２
月
14
日
一
斉
に
申
し
入
れ

統
一
重
点
項
目
は
10
項
目
あ
り
①
JR

各
社
及
び
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
け
る
定

期
昇
給
の
完
全
実
施
。

②
２
０
２
２
年
４
月
１
日
時
点
に
お

け
る
基
本
給
（
平
均
）
の
２
・
２
％
相

当
額
、
６
千
円
を
基
本
と
す
る
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
求
め
る
。
な
ど
の
項
目
に
な
っ

て
い
ま
す
。

具
体
的
な
闘
い
の
展
開

回
答
指
定
日
は
３
月
17
日

２
月
14
日
に
労
働
条
件
改
善
要
求
等

と
共
に
、
JR
各
社
へ
一
斉
に
申
し
入
れ

ま
す
。

回
答
指
定
日
は
、
３
月
17
日
を
基
本

と
し
、
第
一
次
回
答
ゾ
ー
ン
（
３
月
14

日
〜
18
日
お
よ
び
第
二
次
回
答
ゾ
ー
ン

（
３
月
22
日
〜
25
日
）
と
し
ま
す
。

さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
い
て
は

３
月
内
決
着
を
め
ざ
し
ま
す
。

第
１
９
２
回
拡
大
中
央
委
員
会
・
松

川
委
員
長
あ
い
さ
つ
で
す
。
全
文
は
長

文
に
な
る
の
で
短
く
ま
と
め
ま
し
た
。

感
染
が
拡
大
し
た

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

感
染
拡
大
し
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
発
生
し
て
い
る
。

諸
会
議
や
行
動
が
中
止
に
な
り
問
題
が

多
く
あ
っ
た
。

労
働
講
座
に
つ
い
て
も
リ
モ
ー
ト
で

出
席
で
き
る
環
境
と
な
っ
た
。
今
後
の

厳
し
い
組
織
減
少
な
ど
あ
る
が
リ
モ
ー

ト
を
活
用
し
て
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

地
本
１
名
の
目
標

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
で
、
順
調
に

推
移
し
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
だ

が
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
は
進
め
て
い

く
。組

織
の
状
況
は
現
職
よ
り
再
雇
用
者

が
上
回
る
。
本
年
度
の
拡
大
は
最
低
限

の
拡
大
を
め
ざ
す
。

地
本
で
１
名
の
拡
大
、
全
国
で
50
名

の
拡
大
を
め
ざ
す
。
あ
き
ら
め
ず
に
取

り
組
み
を
進
め
る
。

社
友
会
は

労
働
組
合
で
は
な
い

議
論
し
何
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
を

取
り
組
み
に
結
び
付
け
る
。
JR
東
日
本

は
未
加
入
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
社

友
会
は
労
働
組
合
で
は
な
い
。

労
働
組
合
だ
け
が
要
求
し
改
善
で
き

る
。３

月
期
、
２
年
連
続
の
赤
字
が
発
生

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
JR
東
日
本
で
は

働
き
方
へ
の
改
悪
、
JR
西
日
本
は
要
員

の
削
減
、
行
き
過
ぎ
た
効
率
化
、
こ
ん

な
状
況
か
ら
何
が
お
こ
る
の
か
、
鉄
道

の
安
全
を
担
保
す
る
た
め
交
渉
を
強
化

し
て
い
く
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）
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国
鉄
新
潟●ＪＡＬ客乗原告団は、２月以降当面

の間、活動を休止することを決定しま

した。

今後は、ＣＣＵ・ＪＨＵそれぞれの

所属する組合の方針に則って争議の全

面解決に向けて取り組んで行きます。

■１月３０日付けでＦＡＸの文面です

事実上、客乗原告団は解散になりまし

た。

▼厳しい状況になりましたが、国労新

潟地本としてＪＡＬ闘争については引

き続き支援していく決意です。



JR
九
州
は
自
動
運
転

駅
の
無
人
化
が

多
く
な
っ
て
い
る

JR
九
州
は
自
動
運
転
が
行
わ
れ
て
い
る
。

JR
東
日
本
は
自
動
運
転
の
試
運
転
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

駅
の
無
人
化
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
駅

で
は
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
毎
日
が
異
常
時

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
発
生
す
る
事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
に
誰
が
対
応
す
る
の
か
。

「
安
全
」
は
確
立
で
き
る
の
か

香
推
線
や
常
磐
線
でATS

やATO

を
活
用

し
た
自
動
運
転
が
行
わ
れ
て
い
る
。

最
大
の
使
命
で
あ
る
「
安
全
」
は
確
立

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

定
期
昇
給
を

完
全
実
施
さ
せ
る

２
０
２
２
春
闘
に
つ
い
て
〜
２
０
１
６

年
を
ピ
ー
ク
に
一
般
労
働
者
の
現
金
給
与

額
の
実
質
賃
金
は
減
り
続
け
て
い
る
。

今
春
闘
で
は
、
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

さ
せ
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
新
賃
金
要

求
を
掲
げ
て
闘
う
こ
と
と
す
る
。

国
労
春
闘
を
展
開

各
エ
リ
ア
委
員
会
終
了
後
の
２
月
14
日

に
各
社
一
斉
に
要
求
を
提
出
す
る
。
各
エ

リ
ア
で
創
意
工
夫
し
て
全
組
合
員
が
参
加

す
る
国
労
春
闘
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と

す
る
。

来
年
７
月
に
契
約
移
転

交
運
共
済
は
、
来
年
７
月
に
、
こ
く
み

ん
共
済
コ
ー
プ
へ
契
約
移
転
す
る
こ
と
が

既
に
決
定
さ
れ
て
い
る
。

本
部
は
昨
年
来
、
交
運
共
済
本
部
を
含

め
、
こ
く
み
ん
共
済
と
意
見
交
換
を
行
い

契
約
者
で
あ
る
組
合
員
に
不
利
益
が
な
い

よ
う
に
議
論
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
２
０
２
２
春
闘
の
闘

い
か
ら
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
を
中
心

に
、
次
期
全
国
大
会
ま
で
全
力
を
挙
げ
る
。

国
鉄
新
聞
が
後
ほ
ど
発
行
さ
れ
ま
す
の

で
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
鉄
新
聞
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大
し
、
国
労
東
日

本
本
部
の
拡
大
委
員
会
は
文
書
で
の
審
議

に
な
り
リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
も
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
は
強
烈
で
す
ね
。

新
潟
県
も
「
ま
ん
延
防
止
」
が
延
長
に
な

り
３
月
６
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
拡
大
地
方
委
員
会
の
開
催
や

春
闘
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
厳
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
19
日
の
地
本
・
執
行
委
員
会

で
今
後
の
取
り
組
み
・
行
動
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
ま
す
が
、
拡
大
地
方
委
員
会
の
開

催
は
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。

３
月
７
日
、
地
本
の
春
闘
行
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
は
終
を
告
げ
、
春
へ
と
季

節
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
せ
っ
か
く
春

暖
か
く
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

は
、
ま
だ
ま
だ
自
粛
が
続
き
ま
す
。
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●新潟県の山沿いや魚沼地方は、大雪になりました。

津南町は積雪が３ｍを超えました。一晩で１ｍ近く降

雪がありました。

さすがに、雪に強い津南町の方々も本気モードになっ

たのでしょう。しかし大雪警報が発令されても津南の

方々は、まったく動じていません。

毎日、普段道どおりの生活をしています。1年間の平

均降雪量ですが、11月から降り始めますが平均の降雪

量が８３３センチだそうです。

今シーズンは、すでに１０１０センチになっている

そうです。平均の１２１％です。

●これから雪の下のキャベツや雪下にんじんが出荷さ

れるそうです。とっても甘く美味しいです。私は雪下

にんじんを地元に行った時、購入しました。

とっても甘いので、サラダで食べました。

●そして、津南は自然がいっぱいあります。龍が窪や

山の展望台、川の展望台があり、素晴らしい景色です。

そして、温泉も最高ですね。私は、いつも泊まって

いる宿は「越後田中温泉しなの荘」です。温泉は美人

の湯としても知られる茶褐色の優しいアルカリ性のお

湯です。

肌になめらかで、とっても温まります。


